

























ルズ教授の著書等にそれが見られる 高い評価の根拠は、書院の前身、日清貿易研究所を創立 荒尾精先生が日清戦争に際し、領土割譲と賠償金支払を要求 てはならぬ主張し、それが書院の伝統となったこと、書院の学生には右翼も左翼もいたが、何れも中国と中国人 対する深い親愛の怖を持っていたこと 「志」を持 中国問題 エキスパートが養成されたこと等である。書院の「志」が愛大に継承され、「志」を持った大学として愛大が発展することを期待する」。講演は百周年記念にふさわしい内容であり出席者 多大の感銘 与えた。講演に引き続き、愛大現中学部の学生から毎年実施している中国現地調査（書院の大旅行調査を踏襲するも ）の
がホテル
報告が行なわれた。また、今年より中国の学生に本邦の現地調査を実施させるため、愛犬が招いた中国諸大学の学生が紹介された。この現地調査は今後毎年日 双方で継続実施される計画であり、その成果の集積 日中間の理解の深化、友好の増進に大いに貢献することが期待されている。午後一時より同ホテル内で福友会、愛大、愛大同窓会の交流懇親会が開催された。武田愛大学長の挨拶、小田愛大同窓会長の乾杯から盛大な会 始まり、寮歌「長江の水」「嵐吹け吹け」「桃李の吹雪」、愛 造遥歌の大合唱をもって閉会したが、この問、福友と愛大の紳を固く結ぶ交流が行なわれた。小崎より閉会の辞として、今回の百周年記念行事が愛大の協力により大成功裡に行なわれ、その目的が完全に達成さ ことを喜び、かつ感謝し、．「志」を持つとして愛大が大いに発展することを祈る旨述べかくして二日間の行事を終ったが、何よりも鰭しかったことは、この行事の趣旨 した「書院創設の歴史的意義再認識すると共に、その建学の精神と伝統が永く愛大に継承されることを希求し 書院・愛大関係 併を確認す 」ことができたこと、好天に恵まれ何一つの事故もなく、すべての行事が滞りなく終り、こ 意義ある行事に対する参加者全員からの感謝 満足の気持ちが伝わってきた である。
！”l 文 i'F院記念報 20 
平成日年
7
月
こゅうニュースより）
